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ヽ ヽ ヽ ヽ
うふら」がとれる「景色の好い処」へと「遠足によこし
て貰はうぢやないか。」と金魚たちが言い合う場面は楽しげ
であり、遊びの要素が織り込まれている。トンネルの叙述
山田吉郎：与謝野晶子童話『金魚のお使』論
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がわりあい淡々とすすめられているだけに、この川辺の叙
述は印象をつよくしている。ただ、欲を言えば、「景色の好
い処」だという具体的な描写がもう少し加わった方が鮮明
になるであろうが。
4　お使いの完了と帰途の描写
　さて、お茶の水駅で降りた金魚たちは、目的地である駿
河台の菊雄さんの家に到着し、「太郎さんから聞いて来た御
用」を無事に伝えることができた。いわばこの物語の目的
達成の場面であり、本来ならば最も充実した叙述が見られ
てしかるべきなのだが、実はこの場面は意外に簡潔な叙述
がなされているのである。何と言ってもこの物語では金魚
たちがお使いをする用件の内容が明かされないままなので
ある。したがって、この用件を伝える場面は、用事そのも
のよりも、はるばる金魚たちがお使いにやって来たことへ
のねぎらいが主として描かれることになる。その場面を引
く。
　　赤が太郎さんから聞いて来た御用を云ひますと、
『それは御苦労さま、母
かあさま
様えらい金魚さんですね、三疋
で電車に乗つてお使ひに来たのですよ。』
　　菊雄さんは母
かあさん
様にかう云ひました。
　　『それはえらいのね、御褒美を上げませう。』
母
かあさま
様は三疋の金魚に焼
やき
麩
ふ
だの索
さう
麵
めん
だのを紙へ包んで下
さいました。けれど、金魚は手が無いものですからお
あづけして帰らうとしました。
　　『それではあとから小包郵便で送つて上げませう。』
　　『ありがたう、さよなら。』
　　白と斑
ぶち
はだまつてお辞儀だけをして居ました。
　この場面における金魚たちの動きは目立たず、むしろ他
家を訪れたつつましさが見られる。それに対して、迎えた
側の菊雄さんやその母の丁寧な応対ぶりが心に残る。とく
に菊雄さんが「えらい金魚さんですね」と言い、母が「そ
れはえらいのね」と応ずる「えらい」という形容が、この
場面における眼目であろう。幼い子どもが一生懸命したこ
とに対して報い自らの成長を自覚できる褒め言葉とも重な
り、子どもの読者にとっては心を充たす終わり方なのでは
なかろうか。このように童話『金魚のお使』においては、
金魚のお使いの到達点を描くにあたって、お使いの目的そ
のものよりも、金魚たちのお使いを果たした充足感の方に
重きが置かれているのである。
　なお、初出作品においては、金魚の赤が、「明日お遊びに
お来し下さい、いろいろおもちやが西洋からきましたから。」
と言っているように、金魚のお使いの目的が語られた後、
金魚たちを褒める描写がつづられている。このほか初出で
は、金魚たちがご褒美をもらい帰ってゆくさまが描かれて
おり、単行本収録作のように金魚たちは手がないから郵送
してもらったという記述はない。たしかに金魚たちが電車
に乗るとき手がないから云々と記されていたこととの照応
が気にはなるが、辻褄を合わせようとした改稿がよかった
かどうかは微妙なところであろう。
　次に金魚たちの帰りの場面を見てゆく。
　通常行って帰る物語の場合、児童文学に限らず、目的地
へ向かう場面の叙述に対して帰途の叙述は比較的短い傾向
がある。昔話絵本の『ももたろう』や現代の『はじめての
おつかい』『こすずめのぼうけん』『ぐりとぐら』などもそ
うである。目的地に到達したことで読者の側に充足感が生
まれ、その充足した味わいのままに物語を閉じたい欲求が
根底にあるためと思われるが、童話『金魚のお使』におい
ても帰途の叙述はごく短いものである。
三疋はまたお茶の水の停
すていしよん
車場へ来て、其処から金
かなだらひ
盥に
入
はひ
つてまた電車へ載せて貰ひました。今度は誰もとん
ねるで眠つたりせずに新宿へ着きました。さうすると
太郎さんと二郎さんと千代ちやんは停車場へ小さいば
けつを一つづつ持つて金魚をお迎ひに来て居ました。
　きわめて簡潔で、みごとな結末である。とくに最後の、
太郎と二郎、千代の三人の子どもたちが「小さいばけつを
一つづつ持つて」そろって金魚たちを出迎えるシーンは、
この物語を読み終える子どもたちに言い知れぬ優しさと充
足感を与えることであろう。ちょうど遠足から帰ってきた
子どもたちを、子どもたちひとりひとりの親が集まって出
迎えている生活場面を想像させる。なお、この結末につい
て古澤夕起子論文で、「金魚に自分を重ねながら読み進ん
だ子どもたちは、少し成長した心とからだを安心してその
ばけつの中に帰す。『ちやぶん、ちやぶん、ちやぶん』とい
う音が聞こえてくるような結びである。」と捉えた言葉は、
新鮮な感受性を通して本作品の魅力を浮きぼりにした白眉
の評言であろう。
　以上見てきたように、童話『金魚のお使』の終結部は、
簡潔な帰途の描写と末尾の心こまやかな出迎えの叙述によ
って、みごとな収束を示していると言える。初出と単行本
収録作では多少の異同はあるものの、ともに完成度には高
いものがあると考えられる。
5　幼年童話としての『金魚のお使』
　与謝野晶子童話『金魚のお使』について、プロットに即
しつつ考察を試みた。すでに論及したように、この作品に
は幼年童話としての基本要素である行って帰る構想や適度
な空想性などが見られるのであるが、ここであらためて注
目しておきたいのは、当時の他の童話作家の作品と比べ、
また晶子の他の童話作品と比べても、教訓性が稀薄なこと
である。金魚たちがお使いに行くというエピソードは、当
然のことながら子どもたちがお使いに行くことの寓意をは
らんでいる。その意味では物語自体の枠としては教訓性を
揺曳させているとも取れるのだが、実はそのお使いに行く
者たちを犬や猫、狐などではなく奇想天外な金魚としたと
ころに、この作品が教訓性から解き放たれるゆえんがあっ
たと言えるであろう。金魚は水棲であり、その金魚が自分
たちと同じように街を歩き電車に乗ること自体が意表を衝
いており、読者の子どもたちはその奇抜さ、おもしろさに
心をとらわれ、その心のはずみのままに充足感をもって読
み終わると推測される。子どもたちには物語の楽しさ、お
もしろさがまず第一に実感されるのであり、物語中にいく
つかの教訓的な事柄があっても、読者の子どもたちは少な
くともその教訓的要素に圧
お
しつけられる感じをもつことは
ないと考えられる。しかしながら、物語の読後、奇想天外
な物語を読んだ興奮がしだいに静まってゆく中で、金魚た
ちの電車内での様子やお使いに行った家でのできごとなど
が思い浮かび、おのずと金魚たちのふるまいを自分たち子
どものふるまいと重ね合わせる形で反芻してゆくことと思
われる。そしてその折りには、電車の乗り降りについて「危
いから気を付けなくちやあ。」と言い合っている金魚たちの
会話や、電車の中でいびきをかいて寝入っている白と斑
ぶち
を
「外
ほか
の人に恥しい」と思う赤の心情、さらにお使い先の家で
の金魚たちの礼儀正しさなどがあらためて思い返されてく
るのである。それは間接的には社会教育的な内容を含んで
いるのであるが、本作品においてはあくまでも奇想天外な
物語のおもしろさ、楽しさに満足した後に思い返されてく
るものであろう。いわば、童話『金魚のお使』の受容構造
において、読者に届く印象に時間差があり、一種の複合的
なモチーフを形成していると言えるであろう。
　また、子どもたちの読後の充足感と関連して見落として
はならぬことに、金魚たちの行動を興味津々に眺める子ど
もたちの視線がある。金魚は金魚鉢や水槽、池などを通し
て眺められる鑑賞動物であり、金魚たちの物語を読み進め
る子どもたちにはおのずと金魚を間近で物珍しげに眺める
密着したまなざしが具えられていることであろう。そんな
子どもたちの視線がこの物語の背後には常に感じられ、そ
のことがこの金魚の物語に言い知れぬ愛おしさの情を付与
していることを見逃してはならないと思われる。つまり、
犬や猫、狐などの動物を擬人化して登場させるのと比べ、
より密着した視線と愛おしみを注ぐようなおもむきがあり、
それは本来水の中でしか生きられない金魚が陸上を歩く、
しかも半ば飼主の子どもたちの依頼（つよく言えば指令）
によって陸を歩かねばならない危うさも相まって、よりい
っそうの愛しさを読者の内に呼び起こすと考えられるので
ある。
　さらに着目しておきたいのは、作品の終結部で駅に帰っ
てきた金魚たちを、
太郎さんと二郎さんと千代ちやんは停
すていしよん
車場へ小さいば
けつを一つづつ持つて金魚をお迎ひに来て居ました。
という叙述の優しさである。この叙述は、金魚を出迎える
子どもたちの心優しさをあらわすだけでなく、本来棲んで
いる水中とは異なり陸上を不安定に行って帰ってきた金魚
たちに心を寄り添わせてきた読者の子どもたちに、言い知
れぬ安堵感を与えるものであろう。金魚たちのお使いのあ
りさまをつぶさに見ているのは、飼主の太郎、二郎、千代
たちではなく、むしろ読者の子どもたちなのである。そう
した読者の子どもたちの心を離さずにおく物語構造と力が
この作品には秘められていると言えるであろう。
　与謝野晶子童話『金魚のお使』は、見てきたように幼年
童話としての基本要素を備えながら、なおかつ斬新な発想
によって現在でも鮮烈な印象を放つ作品である。晶子童話
の傑作の一つであるとともに、明治期のお伽噺（童話）の
中でも、その完成度の高さと発想の卓越性においてモニュ
メンタルな位置を占めると考えられる。
注
（1）絵本『きんぎょのおつかい』（高部晴市絵、平成6年4月、 架
空社）
（2）古澤夕起子『与謝野晶子童話の世界』（平成15年4月、嵯峨
野書院） 55頁〜61頁参照。
（3）瀬田貞二『幼い子の文学』（昭和55年1月、中公新書）が提
唱した「行って帰る」構想は、広く幼年文学の基本的要素
として定着している。
（4）『鉄幹晶子全集』第5巻（平成15年6月、勉誠出版）参照。
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